
再評価【番号1】

一般国道１９３号

海川谷バイパス



１．現道の道路交通上の課題

至　海陽町

集　落

・連続する幅員狭小区間(最小幅員：W=3.0m)
・見通しの悪いカーブの連続(視距不足箇所19箇所)

　　　車両の対向が困難

・落石危険箇所(23箇所)
　　  安全な通行に支障

海川谷川

N

上海川一号ﾄﾝﾈﾙ

・上海川一号トンネルの老朽化
　及び前後区間での視距不足
　　  安全な通行に支障

上海川一号トンネル

出口付近対向状況
現道対向状況

凡　　　例

：落石危険箇所

：線形不良箇所

(視距L=30m不足(V=30km/h))
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位置図

至　神山町
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香川県



延長L=45m

延長L=100m

２．事業概要
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現道拡幅延長
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現道拡幅延長
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L=0.4km
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海川1号トンネル
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海川2号トンネル
 L=80m
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至　神山町
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平成30年度　評価時

工 種 箇所数・延長 工 事 費

橋 梁 2箇所・46m 1.1億円

ト ン ネ ル 2箇所・416m 10.4億円

擁壁/法面 1,800m 19.6億円

合 計 約2.4km ３１億円

平成25年度　評価時

工 種 箇所数 ・延 長 工 事 費

橋 梁 3箇所・66m 1.6億円

ト ン ネ ル 2箇所・416m 10.4億円

擁壁/法面 1,900m 21.0億円

合 計 約2,4km ３３億円
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至　海陽町

凡　例

 計画ﾙｰﾄ

 旧計画ﾙｰﾄ

 (H25再評価時)

 H30施工箇所

 施工済箇所

 現道ﾙｰﾄ

 橋梁　　

 トンネル

延長L=35m

延長L=120m

v v
は落石危険個所



３．事業の進捗状況

一般国道１９３号　海川谷バイパス 延長L=2.4km(
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)バイパス延長

L=0.6km
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至  神山町

現道拡幅区間
(H21.3月部分供用)

海川1号トンネル終点側

坑口付近施工状況
（H27.3月部分供用）

H21.3月
供用

L=0.12km

H21.3月
供用

L=0.09m

不施工
L=0.1km

不施工
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不施工
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現道拡幅区間
(H21.3月部分供用)

平 面 図

H21.3月
供用

L=0.33km
H27.3月
供用

L=0.15km
＜進捗率＞                                ＜用地取得率＞
　・事   業  費ベース : 48%        ・面         積 ベース : 42%
　・計画延長 ベース :50%凡　例

 計画ﾙｰﾄ

 旧計画ﾙｰﾄ

 (H25再評価時)

 H30施工箇所

 施工済箇所

 現道ﾙｰﾄ

 橋梁　　

 トンネル

至  海陽町



４．道路整備による多様な効果①【貨幣価値換算可能な整備効果】

◎その他の便益

　環　境　

・CO2、NOxの排出量が抑制されることにより、

 大気汚染・温暖化防止効果が見込まれる

■地球環境の保全効果

大気汚染・温暖化防止効果：０．１億円

【CO2排出量】 【NOx排出量】

CO2排出量が
約43%削減

整備有

スムーズな走行により
排出ガスが減少

NOx排出量が
約42%削減 整備無

CO2

CO2

NOx NOx



５．道路整備による多様な効果②　【防災・減災】

【防災・減災】 災害に強い道路ネットワークの構築

①緊急輸送道路ネットワークの強化

②広域支援体制の強化

・幅員狭小の解消 （W=3m → 7m）
・線形不良の解消 （19箇所）
　　　走行性向上　　物資輸送等の円滑化

・落石危険箇所の解消 （23箇所）
　　　安全性向上　　確実な走行が可能。

海川谷バイパス

  ━ １次緊急輸送道路　━ ２次緊急輸送道路

  ━ ３次緊急輸送道路

Ｒ１９３

県道

・四国地震防災基本戦略に位置付け。
　「四国扇作戦」：沿岸部への道路啓開。
　　　迅速・確実な初動対応、輸送の効率化

③第３次緊急輸送道路として、
　 津波による途絶の可能性のある国道55号

   (第１次緊急輸送道路)を補完　

迅緊急輸送道路ネットワークの
多重性(リダンダンシー)を確保

④災害拠点、物資集積拠点へのアクセス強化

地域防災力の向上

H23.9月台風12号

津
波
に
よ
る
途
絶

物資拠点

R195
R32

防災拠点

復旧支援
（高知県へ）

復旧支援
（沿岸部へ）



【産業振興】 地域経済の活性化

【安全・安心】 地域内の安全な通行の確保

①安全安心の確保

①物流の効率化

②周辺地域との連携強化

・人家連たん区間内を通過している幅員狭小な現道を迂回
　　　地域住民の安全を確保
・老朽化した上海川一号トンネルの信頼性・走行性の向上
　　　安全性の向上

・「徳島県南部圏域振興計画」による
    地域振興計画
・那賀町と海陽町を結ぶ重要路線
　　　周辺地域の連携強化による
　　　地域振興

・「木頭すぎ」の木材搬出路の強化
　　　木材輸送の効率化

家屋連坦区間

上海川一号トンネル

・「那賀町林業マスタープラン」
　「バイオマスタウン構想」に基づく、
　森林資源を活かすまちづくりを推進。
　　　地域経済の活性化

木材搬出状況

＜変換施設＞
発熱・発電

林
地
残
材

バイオマスタウン構想

６．道路整備による多様な効果③　【ストック効果】



７．事業評価結果

■今後の対応方針（案）

見　直　し　て　事　業　継　続

防災・減災

■緊急輸送道路ネットワークの強化
　　⇒道路の走行性、安全性が向上
■広域支援体制の強化
　　⇒地域防災力が向上

■安全・安心の確保
　　⇒現道における人家連たん区間を
　　　迂回し、歩行者の安全を確保

その他の便益

環　境

・大気汚染や温暖化防止効果　 0.1億円　　

計　　０．１億円

■物流の効率化
■森林資源を生かしたまちづくり
　⇒輸送の効率化、産業振興に貢献

・走行時間短縮便益

・走行経費減少便益

・交通事故減少便益

計　３7．5億円

Ｂ／Ｃ　＝１．０

(参考)その他の便益を含むＢ／Ｃ＝１．０　

※費用Ｃ＝３6．９億円　（現在価値化後）

（現在価値化後）

（現在価値化後）

貨幣換算可能な整備効果 貨幣価値に表れない整備効果

産業振興

安全・安心


